
 
 

教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画に関すること 
 

教員養成に対する理念・構想・目標 
①グローバル化の時代に対応していくために「学び続ける教員」を養成する。 

急速なグロ－バル化や情報化の進展への対応、および知識基盤社会の到来への対応を迫られている

今日の社会における人材育成は、未来の日本の発展の土台作りに資するものであると考えられる。グ

ローバル化社会では、国際的な視野や他者性・多様性への対応が必要となっている。対立や葛藤を超

えて共存共栄や相互理解と相互承認の協働性を要請している。また、知識基盤社会での知識は、様々

な学問分野の知識の集合や合算という機械論的捉え方ではなくて横断的で全体的な捉え方が求められ

ている。 
このような急速な進展の中での人材育成とは、２１世紀を生き抜く力を育成するため、思考力・判

断力・表現力等の育成など、新たな学びに対応した指導力を身に付けさせることを意味している。よ

って教員養成においても新たな学びに対応したこれらの指導力を習得させることが必要となっている

。例えばそれは、「ポスト近代型能力」としての数学的リテラシー、読解力、科学的リテラシーをこの

新たな学びにおいて理解し指導できる人材育成を目指していくことである。また、今日の学校現場に

おける諸課題は高度化・複雑化しており、教員養成における実践的指導力の育成強化がいっそう必要

となっている。加えて、生徒指導の諸課題、特別支援教育の充実、外国人児童生徒への対応、ICTの活

用などが要請されている。 
このような今日の状況において、いわゆるイノベーションといわれる刷新が様々な領域で求められ

ている。教育界でも同様である。そして絶えず刷新できるように「学び続ける教員」が特に求められて

いる。その姿は、様々な物や人や事や理に繋がって再構成・再構築していく力をもった教員の姿として

受け止められよう。したがって、教員が生涯を通じて資質能力を高めながら自信と誇りを持って教壇に

立てるようにすることが教員養成の意義であると考えられる。教職に対する責任、探究力、教職生活全

体を通じて自主的に学び続ける力、専門職としての高度な知識・技能の形成が特に重要である。 
教員として「学び続ける」とは、子どもたちに形成する力をめぐって次の観点や展望を持つことが求

められてもいるということである。即ち、＊グローバル化は持続性を見通し、また歴史の進展に対応し

た人間の行動や協働を創造する力＊プロジェクトを組織できる力＊「現代的、社会的な課題に対して地

球的な視野で考え、自らの問題として捉え、身近なところから取り組み、持続可能な社会づくりの担い

手となるよう一人一人を育成する教育（持続可能な開発のための教育：ESD）を推進する」教育振興基

本計画の豊かな観点の把持＊自然環境の保全と科学技術の利用の在り方について科学的に考察するこ

と＊世界の人々が協調して共存できる持続可能な社会の実現について展望できる力の必要性を観取し

子ども達を育てていく力等、である。 

 
②社会と専門分野を結びつける力を有した教員養成をする。それを表現できる力を有した教員養

成をする。 

社会とそれぞれの学科の専門的な学びとのかかわりを俯瞰して両者を結びつける教員の養成を構想

していく。更には、「自らの表現活動を社会貢献へと結びつける方法論を修得した教員」の養成を目指

す。また、新しい時代に即した最先端の知識と技能を有し、発想や構想を表現する喜びを理解できる

教員を、社会へと送り出すことを目指している。 

 

③学生一人ひとりが授業計画を構想する際の根拠を自ら問い訊ねる姿勢を育てるために、教育実

践の場で経験をできるだけ積み重ねて「考える教員」を養成する。 

教員に要請されている様々な資質・能力は、それぞれ独立して存在するのではなく、「省察」する中



 
 

で相互に関連づけられながら形成されていく。「省察」を進めていくいわば全体化の指向は、現代に共

に生きる生活世界での「考える問い」が駆動力を発揮していくと考えられる。授業者自身が、教科に

おける専門領域を子どもたちに伝承していくことが重要であるにしても、時にはその領域がもつ生活

世界における意味としての根拠を明確にしていくことが大切である。そうすれば、なぜこれを子ども

たちに伝承する意義があるのかを今日の社会に生きる価値との関係で語り直すことができると予想さ

れる。生活世界における意味の探究は、その生活世界に「考える問い」やその追究の根っこがあるこ

とを我々に再認識させてくれる。数式化された学問体系としての因果関係の専門領域を、子どもたち

の生活の価値と関係させて解釈することも大切である。最近の現象学的教育学・心理学の成果を踏ま

えて「事実学」と「本質学」という用語の対比で言えば、「事実学」とは事実のありようを究明する方

法で、自然科学がこれにあたる。自然科学は、自然についての事実学である。一方「本質学」は、一

人の人間が、自分がここまで生きてきた筋道を振り返り、そのことで自分自身の在りようを自己理解

しようとすることだ。したがって本質学は、人間の世界の進みゆきを自分もその一員としてある仕方

で解釈し、理解することである。この本質学的な意味の再認識は、授業者自身が伝授する教材の価値

の根拠の認識をするとともに授業者自身のこの社会における生きることをめぐる自己理解・社会理解

も深化させていくことになるのではないだろうか。これからの時代は「省察」が要点になると言われ

ている。事実学を高度に深く専門的に学んでいくことと本質学的な問いかけを両輪として「学び続け

る教師」の養成を教員養成の目標とすることが大切であると認識している。「学び続ける教師」は、こ

のような文脈でも解釈される必要があるのではないか。良い教師に巡り会うことは、子どもたちに感

動を与え、様々な変化に対応しつつ学び続けることへと感化していくだろう。その時には、子どもた

ちは自己の将来を想定しつつ人生の目標を自分なりに醸成していく。この社会へと繋がっていくこと

を願う子どもたちの主体的な力は、当事者意識をもって環境世界に具体的に働きかけていく手立てを

やがて創造していく。そのためには、教師の本質学的な省察が大切であると考えられる。 
本学における教員養成は、幅広い教養と新たな時代や社会が要求する先端の技術と知識を身に付け

、勉学面のみならず、さまざまな面から学校現場で生徒を指導し、学校教育を担うことのできる人材

を育成することを基本理念としてきた。そして先に示したように本学では、専門領域の「事実学」と

生活世界の意味本質を問う「本質学」の両面を見通せる教員養成を目指している。そのために「省察

」を進めていく指向を大切にしていきたい。教員を目指す者は、大学において学んだ幅広い教養、教

科に関する専門的教養、教職に関する専門的教養等を総合的に用いて、実際の学校教育の現場で教育

を行える人材とならなければならないとともに、“教育とは何か”という問いを探究し続けて、生徒を

理解し、愛し、導き、次のステップへ送り出すという専門職としての教員に求められている資質や能

力を十分に身に付けなければならないと考える。この資質や能力が新しいグローバル化の時代に対応

した学校教育の創出に資するものと考える。また、これらに加えて、工学と芸術学という２つの領域

を持つ本学の特長を活かし、様々な分野で工学的・芸術的なセンスのあるクリエイター（創造者・創

造的技術者）として育成された者が学校教育の現場で有用な人材になり得ると考え、本学のこの特長

を活かした教員養成を行っていく。 
そして、各学科・コースの特性や目指すものを踏まえながら、全学一丸となって有能な教員の養成

を行っていく。 
 
④大学と行政・地域近隣との連携・協働によって今後に要請される教員を養成する。 
これからの教員養成には、高度な専門性が要請されてくる。これは、大学の中だけで修得されるの

もではなく、学外の多様な組織や集団と交流することによって修得されると考えられる。③で述べた

目標実現のためにも、多様な取り組みを既に行っている。さらにこれを一層充実させていく。 
 
 


